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平
成
25
年
度
の
予
算
が
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
福
祉
・
教
育
の
施
策
に
力
点
を
置
い
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
や
重
点
的
に
行
う
事
業
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「
理
想
郷
・
甲
賀
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実
現
へ

｜ 

生
涯
を
通
じ
て
生
活
に
幸
せ
を「
生
活
感
幸
」予
算 

｜

平成25年度

甲賀市
予算

　

甲
賀
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

地
形
的
あ
る
い
は
道
路
交
通
環
境
の
優
位

性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
促
進
し
税
収

の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
に
よ
り
、
事
務
事
業
の
経
費
削

減
や
普
通
建
設
事
業
の
徹
底
し
た
進
捗
管

理
を
行
い
つ
つ
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

黒
字
化
を
継
続
す
る
な
ど
、
着
実
に
財
政

健
全
化
を
図
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
２３
年
度
末
に
は
、
市

債
残
高
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
１８
年
度
か
ら
約

８３
億
円
を
減
少
さ
せ
、
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
２７
億
７
千
万
円
に
ま
で
積
み
増
し

し
た
ほ
か
、
実
質
公
債
費
比
率
は
１４
・
８
％
、

経
常
収
支
比
率
は
８３
・
５
％
と
大
幅
な
改

善
を
み
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
景
気
回
復
基
調
が
表
れ
た
と

し
て
も
、
こ
の
姿
勢
は
堅
守
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
基
盤
の

強
化
に
主
眼
を
置
き
、「
生
活
感
幸
」、
即

ち
市
民
に
生
涯
を
通
じ
て
生
活
に
幸
せ
を

感
じ
て
も
ら
え
る
予
算
と
し
て
編
成
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
働
き
た
く
て
も
働
け

な
い
方
た
ち
に
対
し
、
学
童
保
育
や
一
時
預

か
り
な
ど
の
子
育
て
支
援
や
介
護
支
援
な

ど
の
福
祉
施
策
を
充
実
し
な
が
ら
、
働
く

機
会
への
橋
渡
し
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安

心
安
全
を
最
優
先
さ
せ
な
が
ら
、「
理
想

郷
・
甲
賀
」の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
４
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
重

点
的
に
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
つ
目
の『
元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る

甲
賀
の
暮
ら
し
』は
、
万
一の
大
規
模
災
害

時
に
備
え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
絆
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、超
高
齢
化
・

少
子
化
の
時
代
を
迎
え
る
な
か
で
、
高
齢

者
や
障
害
者
等
の
自
立
や
介
護
を
支
え
て

い
く
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

二
つ
目
の「
学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育

む
甲
賀
の
未
来
」で
は
、
教
育
環
境
の
整

備
や
子
育
て
支
援
は
じ
め
、
地
域
と
学
校

と
の
連
携
に
よ
り
地
域
学
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、「
子
ど
も
応
援
団
」と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の「
創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み

出
す
甲
賀
の
活
力
」で
は
、
雇
用
機
会
の

拡
大
、
産
業
の
振
興
、
交
流
に
よ
る
賑
わ

い
に
よ
り
地
域
経
済
に
力
を
与
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

四
つ
目
の「
魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え

る
甲
賀
の
宝
」で
は
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

住
民
に
よ
り
守
り
伝
え
ら
れ
た
歴
史
や
風

土
な
ど
資
源
の
保
存
と
文
化
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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甲賀市長
中嶋 武嗣

　
　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像「
人
　

自
然
　
輝
き
つ
づ
け
る
　
あ
い
甲
賀
」

の
実
現
の
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済

情
勢
等
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
目
指
し
て
4
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
施
策
を
重
点
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、

重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　　　
　
東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
防
災
・
減
災
対
策
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
よ
り
一
層
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

1.「
第
2
次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
」の

改
革
の
視
点
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を

着
実
に
実
行
し
ま
す
。

●
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た

　
重
点
的・戦
略
的
な
財
源
配
分

●
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た

　
防
災・減
災
対
策
等
の
強
化 

●
財
政
健
全
化
に
む
け
た

　
着
実
な
取
り
組
み

①
元
気
と
安
心
、

み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

②
学
び
と
育
ち
、

き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

③
創
造
と
交
流
、

進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

④
魅
力
の
伝
承
、

誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

一般会計 〈市の基本となる会計〉

依存財源
171億3,589万円
（50.1％）

自主財源
170億6,411万円
（49.9％）

その他の経費
161億7,053万円
（47.3％）

投資的経費
30億2,331万円
（8.8％）

義務的経費
150億616万円
（43.9％）

平成25年度当初予算
■一般会計 342億円
　（対前年度　△5億円　△1.4％）

■特別会計 201億8,541万円
　（対前年度 ＋7億8,530万円　＋4.0％）

■企業会計 54億5,099万円
　（対前年度 △3億2,507万円　△5.6％）

自主財源…市が自主的に収入することが
　　　　　できるもの
依存財源…国や県の意思決定に基づき
　　　　　収入されるもの

義務的経費…市の歳出のうち、その支出が
　　　　　　任意で削減できない経費
投資的経費…道路・公園・学校の建物など
　　　　　　社会資本の整備に要する経費

市債
29億3,870万円

8.6%

国庫支出金
安全対策特別交付金

30億5,368万円
8.9%

県支出金
23億1,251万円

6.8%
県税交付金  13億6,600万円

4.0%
地方譲与税  3億5,500万円

1.0%
地方特例交付金  6,000万円

0.2% 財産収入・寄附金  1億3,578万円  0.4%

繰越金  1億5,000万円  0.4%

諸収入  9億9,931万円  3.0%

分担金・負担金・使用料・手数料
10億5,679万円  3.1％

繰入金  13億922万円  3.8%

  消防費
16億2,230万円

4.7%

農林水産業費
14億3,854万円  4.2%

商工費
3億7,552万円

1.1%

議会費  2億9,097万円  0.9%
労働費  2億3,463万円  0.7%

災害復旧費・予備費  1億円  0.3%

維持補修費
3億2,755万円

1.0%

貸付金  1億8,400万円  0.5% 投資及び出資金  7,484万円  0.2%
積立金  2,223万円  0.1%

予備費  1億円  0.3%

人件費
64億1,613万円

18.8%

扶助費
46億5,358万円

13.6%

公債費
39億3,645万円

11.5%

普通建設事業費
30億2,331万円

8.8%

物件費
62億5,503万円

18.3%

補助費等
46億9,865万円

13.7%

繰出金
45億823万円

13.2%

歳　出
〈性質別〉
342億円

（H24／ 347億円）

民生費
104億5,464万円

30.6%

総務費
49億4,728万円

14.5%
公債費

39億3,645万円
11.5%

教育費
38億6,109万円

11.2%

衛生費
37億3,536万円

10.9%

土木費
32億322万円

9.4% 歳　出
〈目的別〉
342億円

（H24／ 347億円）

歳　入
342億円

（H24／ 347億円）

地方交付税
70億5,000万円

20.6%

市税
134億1,301万円

39.2%


